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ふくしま心のケアセンター相談等の件数報告

概要
ふくしま心のケアセンター（以下、当センター）は、国立研究開発法人国立精

神・神経医療研究センター精神保健研究所災害時こころの情報支援センター（現：
ストレス・災害時こころの情報支援センター）が運用する災害精神保健医療情報
支援システム（Disaster mental health information support system：DMHISS）を
用いて活動報告・データ集積を行っている。以下に、DMHISS により集計した
2017 年度の個別相談支援等の実績を報告する。なお、以下に示すデータは全て
延べ数である。

１．個別支援

１）相談支援
2017 年度は、延べ件数が 4,222 件、基幹センターが 129 件（3.1%）、県北方

部センターが 705 件（16.7%）、県中・県南方部センターが 833 件（19.7%）、会
津方部センターが 252 件（6.0%）、相馬方部センターが 1,318 件（31.2%）、い
わき方部センターが 859 件（20.3%）、ふたば出張所が 126 件（3.0%）だった（表
１）。

表１　相談支援の事業所別件数
基幹センター注１） 129件

県北方部センター 705件
県中・県南方部センター 833件

会津方部センター 252件
相馬方部センター 1,318件

いわき方部センター 859件
ふたば出張所注２） 126件

計 4,222件
注１）基幹センターの件数はふくしま心のケアセンター被災者相談ダイヤルふくここライン
注２）ふたば出張所は 2017 年 12 月より活動開始

２）事業所毎の主な個別支援件数（市町村別）
2017 年度は、基幹センターがいわき市（48 件）、県北方部センターが浪江町

（381 件）、県中・県南方部センターが富岡町（277 件）、会津方部センターが楢
葉町（123 件）、相馬方部センターが南相馬市（1,157 件）、いわき方部センター
が広野町（289 件）、ふたば出張所が広野町（74 件）からの相談件数が最も多かっ
た（表２）。
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表２　事業所毎の主な個別支援件数（市町村別）
１ ２ ３

基幹センター注１） いわき市（48件） 南相馬市（13件） 浪江町（10件）
県北方部センター 浪江町（381件） 飯舘村（203件） 南相馬市（73件）

県中・県南方部センター 富岡町（277件） 浪江町（154件） 大熊町（115件）
会津方部センター 楢葉町（123件） 大熊町（101件） 浪江町（12件）
相馬方部センター 南相馬市（1,157件） 飯舘村（62件） 浪江町（57件）

いわき方部センター 広野町（289件） 楢葉町（180件） 大熊町（109件）
ふたば出張所 広野町（74件） 楢葉町（38件） 双葉町（6件）

注１）　基幹センターの件数はふくしま心のケアセンター被災者相談ダイヤルふくここライン

３）相談対象者の震災前居住地
2017 年度は、県北地域が 297 件（7.0%）、県中地域が 36 件（0.9%）、県南地

域が４件（0.1%）、双葉地域が 2,473 件（58.6%）、相馬地域が 1,297 件（30.7%）、
いわき市が 65 件（1.5%）、会津地域が９件（0.2%）、県外が３件（0.1%）、不明
が 38 件（0.9%）だった（図１）。

延べ数（％）

図１　震災前居住地
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４）相談者の性別と年代
2017 年度における相談者の性別は、男性が 2,122 件（50.3%）、女性が 2,100

件（49.7%）だった（図２）。

延べ数（％）

延べ数（％）

図２　性別 図３　年代内訳

2017 年度における相談者の年代別は、10 代が 300 件（7.1%）、20 代が 308
件（7.3%）、30 代が 497 件（11.8%）、40 代が 659 件（15.6%）、50 代が 598 件（14.2%）、
60 代が 866 件（20.5%）、70 代以上が 824 件（19.5%）、不明が 170 件（4.0%）だっ
た（図３）。

５）新規相談と継続相談
2017 年度は、新規相談件数が 311 件（7.4%）、継続相談件数が 3,911 件（92.6%）

だった（図４）。

延べ数（％）

図４　新規相談と継続相談 図５　事業所別新規相談と継続相談

事業所別では、基幹センターの新規相談件数の割合が最も多く半数以上を占
める（別章、ふくしま心のケアセンター被災者相談ダイヤル「ふくここライン」
の相談件数を参照）。いわき方部センターとふたば出張所の新規相談は 10% を
超えているが、他の事業所は殆どが継続相談である（図５）。
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６）相談方法
2017 年度は、訪問が 2,405 件（57.0%）、来所が 425 件（10.1%）、電話が 1,281

件（30.3%）、集団活動内での相談が 27 件（0.6%）、その他が 84 件（2.0%）だっ
た（図６）。

延べ数（％） 集団活動内での相談

図６　相談方法 図７　事業所別相談方法の内訳

事業所別では、基幹センターは全て電話相談（ふくここライン）である。相
馬方部センターは電話と来所がほぼ同等だが、他の事業所は訪問と電話が大半
を占める（図７）。

７）相談場所
2017 年度は、自宅が 1,765 件（41.8%）、応急仮設住宅が 258 件（6.1%）、民

間賃貸借上住宅が 228 件（5.4%）、復興公営住宅が 584 件（13.8%）、相談拠点
が 700 件（16.6%）、その他が 687 件（16.3%）だった（図８）。

延べ数（％）

図８　相談場所
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事業所別では、基幹センターと県北方部センターはその他が、県中・県南方
部センターは自宅と復興公営住宅が、会津方部センターは自宅と応急仮設住宅
と相談拠点が、相馬方部センターといわき方部センターとふたば出張所は自宅
が最も多い（図９）。

延べ数（％）

図９　事業所別相談場所の内訳

８）相談背景
2017 年度は、健康上の問題が 3,355 件（79.5%）、居住環境の変化が 2,291 件

（54.3%）、家族・家庭問題が 1,528 件（36.2%）、失業・就労問題が 753 件（17.8%）、
人間関係が 642 件（15.2%）、経済生活再建問題が 520 件（12.3%）、教育・育児・
転校が 489 件（11.6%）、近親者喪失が 326 件（7.7%）、放射能が 73 件（1.7%）、
その他が 261 件（6.2%）、不明が 37 件（0.9%）だった（図 10）。

延べ数（％）

注１）件数は複数回答である
注２）パーセンテージの母数は延べ相談件数の 4,222 件である

図 10　相談背景
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９）被災状況
2017 年度は、自宅からの強制的退去が 3,312 件（78.4%）、仕事の喪失が 236

件（5.6%）、家屋の倒壊が 190 件（4.5%）、家族の死亡・行方不明が 120 件（2.8%）、
家屋以外の財産の喪失が 79 件（1.9%）、親族・知人の死亡・行方不明が 48 件（1.1%）、
家族の負傷が５件（0.1%）、自身の負傷が５件（0.1%）、親族・知人の負傷は０件

（0.0%）、その他が 713 件（16.9%）、不明が 54 件（1.3%）だった（図 11）。

延べ数（％）

注１）件数は複数回答である
注２）パーセンテージの母数は延べ相談件数の 4,222 件である

図 11　被災状況

10）症状の有無とその症状
2017 年度は、症状ありが 2,704 件（64.0%）、症状なしが 997 件（23.6%）、不

明が 521 件（12.3%）であった（図 12）。

延べ数（％）

注）パーセンテージの母数は延べ相談件数の 4,222 件である

図 12　症状の有無
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症状の内訳は、身体症状が 1,306 件（48.3%）、気分・情動に関する症状が 1,080
件（39.9%）、睡眠の問題が 512 件（18.9%）、不安症状が 455 件（16.8%）、行動
上の問題が 353 件（13.1%）、飲酒の問題が 319 件（11.8%）、幻覚・妄想症状が
191 件（7.1%）、強迫症状が 16 件（0.6%）、小児特有の症状が８件（0.3%）、解離・
転換症状が６件（0.2%）、意識障害が１件（0.0%）、てんかん・けいれん発作が
１件（0.0%）、その他の症状が 86 件（3.2%）だった（図 13）。

延べ数（％） 0 200 400 600 800 1000 1200 1400
その他の症状

てんかん・けいれん発作
意識障害

解離・転換症状
小児特有の症状

強迫症状
幻覚・妄想症状
飲酒の問題

行動上の問題
不安症状
睡眠の問題

気分・情動に関する症状
身体症状

1,306（48.3）

1,080（39.9）
512（18.9）

455（16.8）
353（13.1）
319（11.8）

191（7.1）
16（0.6）
8（0.3）
6（0.2）
1（0.0）
1（0.0）
86（3.2）

注１）件数は複数回答である
注２）パーセンテージの母数は症状ありの 2,704 件数である

図 13　症状内訳
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【参考】
身体症状、気分・情動に関する症状、睡眠の問題、不安症状、行動上の問題、

飲酒の問題について内訳をグラフ化した。各症状の「その他」は記載していない。
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図 15　気分・情動に関する症状の内訳
（複数選択 n=997）

図 14　身体症状の内訳
（複数選択 n=818）
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図 16　睡眠の問題の内訳
（複数選択 n=427）

図 17　不安症状の内訳
（複数選択 n=373）
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図 18　行動上の問題の内訳
（複数選択 n=305）

図 19　飲酒の問題の内訳
（複数選択 n=189）

２．住民支援
2017 年度は、集団活動が 286 件（参加者 3,336 名）、健康調査が 75 件（うち

不在 34 件）、ケース会議（対象者出席）が 40 件だった（表３）。

表３　住民支援
支援内容 件　数
集団活動 286（3,336名）
健康調査 75（不在34）
ケース会議 40　

３．支援者支援
2017 年度は、延べ件数が 648 件である。支援対象別は、学校・幼稚園・保育

園の児童生徒への対応が０件、一般事業所・企業への対応が 27 件、地方公共団
体・警察・学校・医療機関・福祉施設・国の出先機関への対応が 606 件、その他
が 15 件だった。支援内容別は、支援に関する指導・相談が 25 件（参加者 191 名）、
ケース会議（対象者欠席）が 279 件、健診支援が 41 件、その他が 303 件だった（表
４）。
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表４　支援者支援
件　数

支
援
対
象
別

学校・幼稚園・保育園の児童生徒への対応件数 0
一般事業所・企業への対応件数 27

地方公共団体・警察・学校・医療機関・福祉施設・国
の出先機関への対応件数 606

その他 15
支
援
内
容
別

支援に関する指導・相談 25
ケース会議 279
健診支援 41
その他 303

４．普及・啓発
2017 年度は、講演会が６件（参加者 677 名）、普及啓発教材配布が 36 件、報

道機関対応が 16 件、ホームページ管理・更新・情報提供が 41 件、その他が 21
件だった（表５）。

表５　普及啓発
件　数

講演会 6
普及啓発教材配布 36

報道機関対応 16
ホームページ管理・更新・情報提供 41

その他 21

５．人材育成・研修
2017年度は、専門家向け講演・研修会が63件（参加者1,692名）、一般向け講演会・

研修会が 18 件（参加者 404 名）、事例検討会が３件（参加者 29 名）、その他 18 件（294
名）だった（表６）。

表６　人材育成・研修
件　数 人　数

専門家向け講演会・研修会 63 1,692
一般向け講演会・研修会 18 404

事例検討会 3 29
その他 18 294
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６．まとめ
・相談支援件数は、延べ件数で 4,222 件であった。相談支援件数の半数以上が

浜通り地域の方部センターおよび出張所での対応件数であった。
・相談者の性別は、ほぼ 1：1 であった。
・相談者の年代は、60 代が最多で、次いで 70 代以上、40 代と続く。
・新規相談と継続相談の割合は、継続相談が９割以上を占めている。
・相談方法は、訪問が約６割を占めており、次いで電話、来所となっている。
・相談場所は、自宅での相談が４割を超えており自宅再建の動きなどが影響し

ていると思われる。
・相談背景は、健康上の問題が最も多く、約８割を占めている。次いで居住環

境の変化、家族・家庭問題と続いている。
・被災状況は、自宅からの強制的退去が最も多く、原発事故に伴う被災者から

の相談が多いということを表していると思われる。
・症状は身体症状、気分・情動に関する症状で半数以上を占めている。
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被災者相談ダイヤル
「ふくここライン」

ふくしま心のケアセンター被災者相談ダイヤル

「ふくここライン」について

概要
被災者相談ダイヤル「ふくここライン」（以下、「ふくここライン」）は、ふく

しま心のケアセンター（以下、当センター）基幹センター内に設置された専用回
線である。この「ふくここライン」は 2012 年 11 月 19 日に電話相談を開始し、
土日祝日、年末年始を除く月～金曜日の９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00 に、基幹
センターの専門員が交代で電話相談を受けている。

ここでは 2017 年度に「ふくここライン」で受けた電話相談の実績について報
告する。なお、以下のデータは「ふくここライン」にかかってきた電話の受信件
数を単純に積算したものである。

１．相談件数
延べ件数は、129 件であり、新規相談件数が 73 件（56.6%）、再相談件数は 56

件（43.4%）だった。

２．相談利用者の性別
女性 109 件（84.5%）、男性 20 件（15.5%）だった。（図１）。

延べ数（％）

図１　性別
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被災者相談ダイヤル
「ふくここライン」

３．相談利用者の年齢内訳
電話相談の場合は、その匿名性から生年月日や年齢を特定するのが難しく「不

明」が多い（図２）。
20 代が１件（0.8%）、30 代が４件（3.1%）、40 代が 24 件（18.6%）、50 代が 12

件（9.3%）、60 代が７件（5.4%）、70 代以上が 11 件（8.5%）、不明が 70 件（54.3%）
だった。なお、10 代以下は 0 件だった。 

延べ数（％）

図２　年代

４．相談対象者の内訳
本人が 128 件（99.2%）、兄弟姉妹が１件（0.8%）だった（図３）。

兄弟姉妹

延べ数（％）

図３　相談対象者

５．相談経路
市町村と県保健福祉事務所が各１件（0.8%）、当センターホームページが４件

（3.1%）、県内のテレビ・ラジオのスポット放送や県民健康調査の調査票にふくこ
こラインのチラシを同封し対象者に郵送するなどの広告・広報が 69 件（53.5%）、
その他が 17 件（13.2%）、不明が 37 件（28.6%）だった（図４）。
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被災者相談ダイヤル
「ふくここライン」

延べ数（％）

図４　相談経路

６．利用者の居住地
利用者の震災前の居住地は、県北地域が５件（3.9%）、県中地域が２件（1.6%）、

県南地域が１件（0.8%）、相双地域が 57 件（44.2%）、いわき市が 50 件（38.7%）、
県外が１件（0.8%）、不明が 13 件（10.0%）だった。

震災後の居住地は、県北地域が 15 件（11.6%）、県中地域が 12 件（9.3%）、県
南地域が１件（0.8%）、相双地域が 12 件（9.3%）、いわき市が 50 件（38.8%）、会
津地域が２件（1.6%）、県外が 23 件（17.8%）、不明が 14 件（10.8%）だった（図５）。

延べ数（％）

図５　相談者の居住地
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被災者相談ダイヤル
「ふくここライン」

７．相談内容
体の不調に関することが 14 件（10.9%）、震災・原発被害に関する喪失・スト

レスが 11 件（8.5%）、避難生活に関することが 26 件（20.1%）、将来不安・生活
不安が５件（3.9%）、既往症・元来の病気が 10 件（7.8%）、その他が 63 件（48.8%）
であり家族関係や近隣住民、職場などの人間関係に関するものが多かった（図
６）。

延べ数（％）

図６　相談内容

８．相談時間
30 分以下が 53 件（41.1%）、31 分から 60 分が 47 件（36.4%）、61 分以上が 29

件（22.5%）だった（図７）。

延べ数（％）

図７　相談時間
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被災者相談ダイヤル
「ふくここライン」

９．相談対応
助言が 34 件（26.3%）、他機関相談勧奨が 21 件（16.3%）、受診勧奨が４件（3.1%）、

主治医への相談勧奨が２件（1.6%）、その他が 68 件（52.7%）で傾聴等を行った（図
８）。

主治医への相談勧奨

延べ数（％）

図８　相談対応



４　ふくしま心のケアセンター
地域アルコール対応力

強化事業
（アルコール・プロジェクト）
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当センターにおけるアルコール対策について

この数年、多くの避難市町村が帰還を開始したが、帰還が順調に進んでいる
とは言い難く今なお多くの人々が避難生活を余儀なくされている。そのような
中で県からの委託事業である「地域アルコール対応力強化事業」は５年目に入っ
た。この間、自殺予防という観点も踏まえ、問題飲酒行動の一次予防に力点を
置き、節酒アプローチを県内、特に被災地に根付かせるための様々な試みを肥
前精神医療センターの協力を得つつ積極的に展開してきた。その甲斐もあって、
また我が国のアルコール対策の趨勢からも、節酒アプローチは少しずつ県内に
根付き始めたものと考える。

2017 年度は専門職研修をいわき市と郡山市で行い、また、いわき大交流フェ
スタでもブースを設け、アピールに努めた。最近ではアルコール使用障害の
家族を持つ方々への支援として家族支援（CRAFT）も積極的に展開している。
以下に 2018 年度の活動の記録を紹介するとともに、今後とも福島県立医大や
県、市町村など関係諸機関のご協力とご支援を賜れば幸甚である。
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５　寄稿
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「怒り」を胸において

南相馬市健康づくり課　保健師
小野寺　初枝

南相馬市に派遣されて
私は 2013 年（Ｈ 25 年）４月から福島県の任期付職員として南相馬市に入りま

した。実家が田村市（中通り）にあり、原発から 40km のところだと震災になっ
て初めて意識しました。震災時は、退職１年目で、再任用として墨田区で働いて
いました。震災２週間目に大槌町に支援に入りました。その時元大槌町の保健師
さんに「津波被害はいつか復興する。大変なことは放射能のことだよ」と言われ
ながらも、津波被害の恐ろしさに何もできず東京に戻りました。しかし日を追う
ごとに、放射能を学ぶにつれ、生き方を変えないとだめだと痛切に思い、福島県
で保健師の仕事をしたいと思うようになりました。震災２年目に県の募集を知り、
南相馬市に派遣となり今に至ります。６年目になりました。

１年目は、健康推進担当で、３地域の高齢者の健康調査をしました。65 歳以
上の高齢者を抽出し、訪問調査しました。まだ放射能の線量が高く、半分も住ん
でいない地域でした。行政区長さんの希望もあり夜に講演会を集会所で実施しま
した。放射能は心配ないという講師に、私個人としては不満が残りました。２か
所目は、鹿島区、野菜もつくれます。ねぎの産地でした。90 歳の夫婦がつくっ
たねぎに感激しました。３か所目、津波被害の大きかった地域でした。印象に残っ
たのは、津波が土手を走るのが大きな牛の群れかと思ったということです。飼っ
ていた牛が流されたが、遠くで生きているのが見つかり、その子牛がこれだと見
せていただいた時は涙が出そうでした。保健師としての経験はあっても、地域を
知らない中でこの経験は、住民の方に直接ふれ話を聞くことができ、南相馬市で
仕事をしていけそうだと感じられたことでした。

２年目は、精神保健を担当しました。個別相談、ゲートキーパー養成研修会、
講演会などを担当しました。応急仮設住宅での死亡が相次ぎ、孤独死の問題が新
聞に出るたび、対策を含め考えさせられました。朝からアルコールを飲み続ける
人、暑くてもカーテンも開けず返事もない人、近隣騒音、ごみ問題、狭い空間の
ため問題視されました。

震災後は、相馬方部センターとの協力、連携もあり、クリニックや精神科病院
の先生の訪問協力、アウトリーチこれらがなければ対応は困難を極めたと思いま
す。ひきこもり（40 代、50 代の）の対応もこれまで経験したことのないケース
が多く、震災が引き金になり事例化したと思います。南相馬市は精神科受診の敷
居が高いと感じていますが、震災で大分低くなったと保健師さんは言っています。
原発 20km 圏内も解除になり、やっぱり小高はいいなぁ、風が違うという声にジー
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ンときたことも忘れられません。

被災地を思うとき（それぞれの選択により添う）
南相馬市で働きながら、これまでの経験をいかすことができました。しかし「復

興ってなんだろう」といつもくすぶっているものもありました。福島の復興につ
いての勉強会に参加しながら、講師の「怒り」の思いになんども触れる機会があ
りました。どうにもならない怒りが、これを知らずして死ねないと言っておられ
るように感じました。その「怒り」が文字やことばになり私の心を打っているの
だと感じています。訪問や相談をしながら何度もこの怒りに触れました。一挙に
は理解できないが、現状復帰できるまで、私はこの怒りを学んでいこうと思うよ
うになりました。私にできることは、ここで生きると覚悟を決めた方たちが希望
をなくすことなく暮らしていけるように、保健師の仕事を通して、一緒に考えて
いくことかと思っています。生意気なようですが、これが今の私のそれぞれに選
択により添うことです。



６　職員の感想
（振り返って思うこと）
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＊県北方部センター　　佐藤裕美（看護師） ――――――――――――――― ＊

新任職員として県北方部センターに入職し一年になります。避難指示解除が
進む中、復興公営住宅への転居や避難先での住宅再建など生活環境を変えなけ
ればいけない方々の負担感は計り知れません。関わらせていただいている方の
中にも新たな環境で生活を始めた方がいます。「どうしてこんな所に住まなく
てはいけないのか。生まれ育った場所に帰りたい」という言葉が強烈に印象に
残っています。現在の生活は被災された方々にとって本意ではない生活である
のだと改めて感じました。
「置かれた場所で咲きなさい」これは私の好きな言葉です。置かれた場所で

花を咲かせることは容易なことではありませんが、被災された方々が、本意で
はない生活環境にありながらも、置かれた場所で花を咲かせる心を持つことが
できるよう、被災された方々に寄り添い今後も活動していきたいと思います。

＊県中・県南方部センター　　佐竹美紀（精神保健福祉士） ―――――――― ＊

2017 年４月に心のケアセンター県中・県南方部センターへ入職し１年が経
過した。この１年は初めての土地で、心のケアセンターの職員として自分にで
きることは何かを模索した年であったと感じている。

訪問先で、「こんなはずではなかった」「帰りたい」「寂しい」という言葉を
耳にする機会がある。震災から７年が経過し、環境面の整備が進む中、住民の
気持が現状に追い付いていないと感じることがある。そんな中、少しでも今の
生活を大切にしたいという思いに触れる場面もあり、人がもつしなやかな強さ
に胸を打たれた。

こうした出会いや体験を踏まえ、心のケアセンターの職員として、新たな選
択と環境への適応を求められる住民の方、ひとりひとりの気持ちに寄り添いな
がら、丁寧な支援を継続していきたいと考えている。

＊県中・県南方部センター　　割栢啓美（臨床心理士） ―――――――――― ＊

2017 年４月に新規採用職員として県中・県南方部センターに入職しました。
入職を希望したきっかけは、被災された方に対する多職種チームの協働支援に
魅力を感じたからでした。私自身、経験の少なかったアウトリーチから多くの
ことを学ぶことができ、他の機関とは異なる“ケアセンターだからできる支援”
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を実感することができました。
また支援を通して、一見問題なく生活が送れている方々でも、さまざまな問

題と向き合って感情が揺れ動いていることを知りました。そのような状況の中
で、柔軟な対応と必要な支援をアセスメントできる力が求められているように
感じました。今後も、関係性を大切にしながら、必要な支援が提供できるよう、
日々精進していきたいと思います。

＊会津方部センター　　宗像きみ子（保健師） ―――――――――――――― ＊

震災発生時、私は行政機関におり、直後から避難者への支援や支援者の受入
れ、被災市町村や関係機関との調整等を３年ほど担当しました。これらの活動
を含め保健師としての経験が被災者支援に役立つのならと思い、2017 年４月
に心のケアセンター職員に加えていただきました。

震災から７年が経過し本県の復興は進んでいますが、個々の避難者は問題を
抱えたままだったり、長期化する避難生活で新たな問題が生じたりと原発事故
による避難の影響の大きさ・複雑さを実感しています。

訪問した女性から発せられた「目的のない暮らしは辛い」との言葉が７年経っ
た今の現状を伝えているように思いました。

このようななかで私に何ができるのか心許ないのですが、当センターの強み
である「多職種専門職チーム」を生かして、相手を尊重し、その方の持つ力が
出せるようそして希望が見いだせるような支援をしていきたいと思っています。

＊相馬方部センター　　工藤慎吾（精神保健福祉士） ――――――――――― ＊

2017 年度から相馬方部センターの専門員として勤務しています。初めは業
務に慣れることで精一杯でしたが、現在はアルコール関連問題の個別ケースを
通じて様々なことを学び、実践にも力を入れて取り組んでいます。男性はなか
なか地域の活動等に積極的に参加されないので孤立しがちですが、寂しさや不
安と隣り合わせでどうしたらいいのかわからない方も多いように感じます。そ
のような中高年の男性が少しでも飲酒する時間から離れ、本人たちの強みを生
かして地域貢献できるようになればいいと思います。



７　活動資料
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・当センターは、国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所ストレス・災害時こころの
情報支援センター（旧　災害時こころの情報支援センター）が管理・運用していた災害精神保健医療情報支援
システム（Disaster mental health information support system：DMHISS, 2018 年 3 月 31 日運用終了）を用い
て活動報告・データ集積を行ってきた。ここでは、DMHISS を用いて年度の集計ができるようになった 2013（平
成 25）年度から５年間の実績を報告する。

・相談支援件数は、2014（平成 26）年度がピークであった。
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・相談支援の中心は訪問である。
・電話相談の件数が増加している。
・集団活動内での相談は減少している。後述のように、集団活動の件数・参加者数も減少している。

・自宅での相談は増加傾向にある。
・福島県内の避難所は、2012（平成 24）年 2 月 21 日までに全て閉鎖された。また、埼玉県加須市を中心に活動

していた加須市（双葉町埼玉支所）駐在が相談支援を行っていた旧騎西高校避難所も、2013（平成 25）年 12
月 27 日をもって閉鎖となった。このため、避難所での相談支援は、このグラフにはほとんど示されていない。

・仮設住宅、借上住宅での相談は、2013（平成 25）年度をピークに減少している。
・復興住宅での相談が増加している。
・相談拠点（県や市町村が設置した相談場所、各方部・出張所が役場内等に設置した相談室など）での相談は、

2014（平成 26）年度をピークに徐々に減少している。
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・精神疾患・神経疾患（ICD10 の F0 ～ 9 および G4）の診断、またはその疑いがある方に対する相談支援が、半
数以上を占めている。

・精神・神経疾患の診断、またはその疑いのある相談者のうち、災害発生後に発症した相談者の割合が増えている。
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・精神疾患・神経疾患の診断、またはその疑いがある相談者の病名（ICD10 カテゴリ）別の割合を示す。
・F1（精神作用物質使用による精神および行動の障害）の診断またはその疑いのある相談者は徐々に増加し、

2016（平成 28）年度がピークであった。

（件）
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・相談支援時にみられた症状（複数選択可）で多かったのは、身体症状、気分・情動に関する症状、睡眠の問題である。
この傾向は、震災から時間が経過してもほとんど変わらない。

・不安症状は、時間が経過してもあまり変化がみられない。
・飲酒の問題は徐々に増加し、2016（平成 28）年度がピークであった。 
※身体症状：食欲不振、倦怠、腰痛　など
※気分・情動に関する症状：抑うつ気分、意欲減退、イライラ　など
※小児に特有の症状：落ち着きがない、こだわり、夜尿　など

・集団活動（サロン活動など）は、開催回数、参加者数共に 2013（平成 25）年度がピークで、徐々に減少している。
・１回あたりの参加者数は、平均 10 ～ 11 名で推移している。
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・支援者支援の対象は、地方公共団体など被災者を直接支援する支援者がほとんどである。

・専門家（支援者）向けの人材育成に力を入れている。
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・被災者相談ダイヤル「ふくここライン」は、2012（平成 24）年 11 月 19 日から電話相談を開始した。「ふくこ
こライン」は、平日の 9:00 ～ 17:00 に、当センター専門員が電話相談を受けている。

・対応件数は、2015（平成 27）年度がピークで、その後、減少傾向にある。
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人材育成・研修会など
主催・依頼元 担当 事業名・テーマ 講師など 対象者 開催

回数
受講
者数

主催 基幹 アルコール TV 会議研修会
独立行政法人国立病院機構肥
前精神医療センター　杠岳文氏
ほか

市町村保健師、病院関係者 7 8

主催 相馬 高齢者メンタルヘルス研修会 公益財団法人星総合病院
田辺晃子氏ほか 高齢者支援関係者 2 13

主催 相馬 雲雀ヶ丘病院研修会 医療法人財団青渓会駒木野病院　
宮脇真一郎氏、関口慎治氏 アルコール関連問題支援者 2 43

主催 基幹 地域アルコール対応力強化事業
平成 29 年度関係者向け研修会

地方独立行政法人佐賀県医療
センター好生館　福田貴博氏

市 町 村 保 健 師、 病 院 関 係 者　
など 2 115

福島県相双保健福祉
事務所 いわき 平成 29 年度自殺予防ゲートキーパー養成研修会

（いわき地区）

公立大学法人福島県立医科大
学医学部健康リスクコミュニケー
ション学講座　竹林由武氏　ほ
か

双葉 8 町村、南相馬市職員、
その他関係機関職員（生活支
援 相 談員、 民生 委員、コミュ
ニティ交 流 員、 保 健 協 力員、
自治会役員　を含む）

1 53

主催 相馬 アルコールプロジェクト動機づけ面接ワークショップ 医療法人財団青渓会駒 木 野 病
院看護師 アルコール依存症支援者 2 40

主催 会津 事例検討会 公立大学法人福島県立医科大
学　國井泰人氏

大熊町・会津保福・南会津保
福・カムカム・大 熊 町 教 育 委
員会

2 19

主催 会津 支援者向け研修会 当センター 支援関係者 1 25
福島県県中保健福祉
事務所 基幹 平成 29 年度アルコール関連問題市民講座 国立大学法人福島大学　

安部郁子氏 県中管内の住民および支援者 1 66

主催 県北 市民向け講演会「ふくしまを生きる～あなたにとっ
ての「安心」とは～」

医療法人社団メンタルクリニック
なごみ　副院長　須藤康宏氏 一般住民 1 39

主催 基幹 関係者向け研修会
「家族療法の視点からのアプローチ」

ルーテル学 院 大 学・TELL カウ
ンセリング　石井千賀子氏

支援者（自治体職員、社協職
員など） 1 68

福島県南会津保健福
祉事務所・当センター 会津 こころの健康づくり講演会 福 島 県障がい者 総 合 福 祉セン

ター早坂　透氏 一般住民・支援者等 1 29

福島県精神保健福祉
協会・当センター 会津 第 17 回心うつくしまふくしまフォーラム

（講演会・鼎談）

公立大学法人福島県立医科大
学医学部疫学講座
大平哲也氏　ほか

一般住民・支援関係者 1 173

主催 相馬 メンタライジング・アプローチ講演会 京都府立医科大学　崔炯仁氏 支援関係者 1 35

主催 県中・
県南

平成 29 年度　支援者のための研修会
「フィンランド発、注目のアプローチ　対話のチカ
ラ～オープンダイアローグ～」

認 定 NPO 法 人 世 界 の 医 療 団
理事・医療法人社団翆会みどり
の杜クリニック院長　森川すい
めい氏、訪問看護ステーションＫ
ＡＺＯＣ　三ツ井直子氏

対人支援に携わる機関、団体
等の職員（各自治 体、 社 協、
その他）

1 47

主催 いわき 支援者向け研修会
公立大学法人福島県立医科大
学医学部健康リスクコミュニケー
ション学講座　竹林由武氏

県、 市 町 村 職 員、 社 会 福 祉
協議会の職員、その他対人支
援業務を行っている支援者等

1 43

主催 基幹 支援者向けストレスケア研修会 国立大学法人筑波大学　
松井豊氏

支援者（自治体職員、社協職
員など） 1 39

主催 ふたば 支援者向け研修会 医療法人社団メンタルクリニック
なごみ　副院長　須藤康宏氏

双葉郡内で住民の心のケアに
携わる支援者 1 9

主催 県中・
県南

平成 29 年度　復興支援者のための研修会
「支援者であり続けるために」

アスク・ヒューマン・ケア研修相
談センター所 長　 水 澤 都 加 佐　
氏

被災支援に携わる機関、団体
等の職員（各自治 体、 社 協、
その他）

1 51

講師派遣
依頼元 担当 テ　ー　マ 対象者 開催

回数
受講
者数

福島県消防学校 県北 ストレスについて 学生 1 76
三重県立看護大学 相馬 災害時のメンタルヘルス～福島県相双地区の心のケアの取り組み 三重県立看護大学学生 1 105
福島県県北保健福祉事務所
福島県相双保健福祉事務所 県北 アルコール家族教室・アルコール家族相談会 アルコール問題のある家族 14 62

いわき明星大学看護学部 相馬 災害時のメンタルヘルス～福島県相双地区の心のケアの取り組み 看護学部学生 1 100
いわき市 いわき ストレスと上手に付き合うために“うつ予防” 配電工事関係者 1 97
いわき明星大学 いわき ふくしま心のケアセンター活動内容について 教養学部　生徒、教員 1 8
いわき明星大学 いわき いわき市地区における心のケアセンターの活動状況について 教養学部　生徒、教員 1 7

福島県障がい福祉課 基幹 心のケア事業について
生活再建支援拠点（相談スタッ
フ）、復興支援員受託団体（復
興支援員）

1 40

浪江町 県北 熱中症予防、リラクセーション 浪江町を含む双葉郡の住民 1 19

福島県社会福祉協議会 県中・県南
平成 29 年度市町村社会福祉協議会生活支援相談員等テーマ別研
修会「Ａ氏の現状について」～地域の中で、Ａ氏の強みを活かす支
援の一歩～

県 内 社 会 福 祉 協 議 会 生 活 支
援相談員・福島県社会福祉協
議会職員

1 91

山形県 基幹 県外避難者の心のケアについて「被災者支援のための視点とヒント」生 活 支 援 相 談 員（ 福 島 県、
山形県、新潟県） 1 56

AA 東北セントラルオフィス 基幹 復活！！相双フェローシップ「心のケアセンターおよびアルコールプロジェ
クトの活動報告」 AA 関係者、一般市民 1 60

郡山市社会福祉協議会 県中・県南 郡山市社会福祉協議会生活支援相談員向け研修会 郡 山 市 社 会 福 祉 協 議 会 生 活
支援相談員 4 52

福島行政評価事務所 基幹 福島行政評価事務所研修会 行政評価事務所相談員 4 176
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依頼元 担当 テ　ー　マ 対象者 開催
回数

受講
者数

富岡町社会福祉協議会 いわき 平成 29 年度生活支援相談員内部研修会「精神疾患の基礎と基本
的な対応」「支援者のためのメンタルヘルスケア」 生活支援相談員 2 62

福島県相双保健福祉事務所 相馬 相談面接の実践～自己理解と他者理解 福 島 県 地 域 保 健 福 祉 職員新
任研修対象者 1 6

福島県県中保健福祉事務所 県中・県南 平成 29 年度県中管内思春期・青年期ひきこもり家族教室 本人、家族、支援関係者、そ
の他関心がある方 4 16

福島県相双保健福祉事務所 いわき 平成 29 年度福島県地域保健福祉職員新任研修のフォローアップ研
修会（いわき方部）

平成 29 年度福島県地域保健
福祉職員新任研修に参加した
県及び市町村職員

1 13

郡山市保健所 県中・県南 平成 29 年度　郡山市　思春期・青年期ひきこもり家族等教室
10 代後半から 40 歳代の「ひ
きこもり」 の方を抱えている家
族の方

2 13

大熊町 県中・県南 ちびくまランド　大熊町母子保健事業
心理士の講話「子どもの理解と関わり方」

3 歳ぐらいまでのお子さんと保
護者 1 15

須賀川市 県中・県南 須賀川市　平成 29 年度ゲートキーパー研修「相談を受けたら。 対
応の仕方を学ぼう」 須賀川市 43 ～ 47 歳の職員 2 128

ふくしま連携復興センター 県北 県外避難者支援相談研修 県外避難者支援相談員 1 16
いわき市小川・川前地区保健福
祉センター いわき 健康講話「笑いと健康」 いわき市川前町五味沢地区住

民 1 12

ふくしま子ども支援センター 県北 子どものためのＰＦＡ 関係支援者 1 33
福島県相双保健福祉事務所 県北 CRAFT 勉強会 関係支援者 1 9
福 島 県 社 会 福 祉 協 議 会 地 域 包
括・在宅介護支援センター協議
会　相双支部

いわき 地域包括支援センター職員のストレス解消法及びメンタルヘルスにつ
いての講義

相 双 支 部 地 域 包 括 支 援セン
ター 1 19

盛岡ハートネット 相馬 「福島と共に part2」 盛岡ハートネット 1 40
医療法人稲門会いわくら病院 相馬 東日本大震災における心のケア いわくら病院職員 1 40
ポラリス保健看護学院 相馬 地域精神看護 看護学生 1 41

福島県 基幹 被災者相談ダイヤルにおける県外避難者支援 新 潟 県 内の 支 援 者、 行 政 職
員 1 36

特別養護老人ホーム福寿園 相馬 こころとからだのリラクゼーション 福寿園職員 1 70
しんちの子育て考え隊 相馬 子どもの発達心理、子ども達への対応 新地町児童クラブ関係者 1 14
福島市医師会 県北 ふくしま心のケアセンター活動報告 医師 1 11

広野町包括支援センター ふたば 広野町包括住民向け講話『みかんカフェ』
ストレスとの上手な付き合い方 住民 1 10

福島県社会福祉協議会 いわき
ふたば

平成 29 年度第４回いわき地区被災者生活支援連絡会議における事
例検討会 県社協、市町村社協職員 1 21

東 北 大 学　 高 度 教 養 教 育・学
生支援機構 ふたば ふくしま心のケアセンターの事業概要等 学生・講師 1 19

福島県立ふたば未来学園高等学校 ふたば コミュニケーションについて 学生・教員等 1 7
双葉町社会福祉協議会 いわき 双葉町民生児童委員協議会 2 月定例会内　認知症研修会 双葉町民生児童委員 1 21
青森いのちのネットワーク 相馬 被災地支援における心のケア 青森いのちのネットワーク 1 12

福島県県中保健福祉事務所 相馬 精神疾患患者の相談等の支援に係る情報交換 福 島 県 県 中 保 健 福 祉 事 務 所
職員 1 27

南相馬市社会福祉協議会 相馬 地域の見守り・支え合い活動について 地域あったか見守り隊 1 157

学会発表など
開催月日 開催団体名 発 表 テ ー マ
11 月 26 日 福島県作業療法士会 東日本大震災　忘れないために
2 月 13 日 NPO 法人ジャパンプラットフォーム 福島 7 年目の現場から～心のケアをつなぐ 3 つの提案
6 月 11 日 日本トラウマティック・ストレス学会 心のケアセンタースタッフとその疲弊

10 月 31 日 東北精神保健福祉連絡協議会・公益社団
法人宮城県精神保健福祉協会 震災が問うているもの　-6 年間を振り返る　そして、これから -

集団活動（サロン・健康相談等）
内　　容 主催機関 開催

回数
参加
者数

会津我家笑飯めし（楢葉町） 楢葉町 7 53

アルコール家族教室・アルコール家族相談会 福島県県中保健福祉事務所・福島県相双保健
福祉事務所 14 52

飯舘村「お茶飲み会」 飯舘村・飯舘村社会福祉協議会 6 173
いわき市豊間・薄磯地区健康増進事業 いわき市平地区保健福祉センター 9 140
大熊町仮設復興住宅健康相談 大熊町 2 12
大熊町社会福祉協議会主催「つながっぺサロン」 大熊町社会福祉協議会 2 18
お茶のみ会：健康相談 飯舘村社会福祉協議会 21 379
男遊クラブ 県中・県南方部センター 12 58
かしまに集まっ会 南相馬市 9 82
借り上げ住宅健康講話 南相馬市 1 27
川内村精神障がい者デイケア 川内村 10 45
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内　　容 主催機関 開催
回数

参加
者数

県南地域で個別支援をしている方への地域交流、生きがい
となる活動の支援　陶芸の集い・アートまなべのつどい 県中・県南方部センター 3 13

災害公営住宅サロンへの協力 災害公営住宅自治会 2 38
サロンならは 楢葉町社会福祉協議会 4 104
茶話カフェろここ 郡山市社会福祉協議会 11 179
ホッとサロン「てとて」 福島市社会福祉協議会 12 416
白河市復興公営住宅サロン 白河市社会福祉協議会 5 34
白河地区双葉町社協サロン 双葉町社会福祉協議会 2 34
新地ママサロン しんちの子育て考え隊 1 7
すくすく相談会 南相馬市 12 327
とみおか元気アップ教室 富岡町さくらスポーツクラブ 6 71
豊間・薄磯・沼ノ内三地区合同夏祭り いわき市平地区保健福祉センター 1 32
浪江いきいき交流会 浪江町社会福祉協議会、浪江町 8 169

浪江町かもめっ子クラブ 浪江町、NPO 法人ハートフルハート未来を育む
会 11 191

南相馬市震災遺児等支援事業「親子交流旅行」（１泊２日）南相馬市 1 20

ひきこもり家族教室 福島県県中保健福祉事務所・福島県相双保健
福祉事務所 4 17

ファミリーサポーター養成講座 南相馬市社会福祉協議会 1 7
双葉町栄養サロン 双葉町 10 100
双葉町社会福祉協議会ひだまりサロン 双葉町社会福祉協議会 6 87
南相馬市被災者健康支援事業 南相馬市 10 87
みんぷくサロン 会津みんぷく 5 86

関係機関との会議など
内　　容 開催地・会場 開催

回数
ＤＰＡＴ運営協議会 グリーンパレス（福島市） 1
会津保健福祉事務所合同ミーティング 福島県会津保健福祉事務所（会津若松市） 10
会津保健福祉事務所との打ち合わせ 福島県会津保健福祉事務所（会津若松市） 2
会津保健福祉事務所・会津若松市社会福祉協議会・心のケアセンター被災者支援
打ち合わせ 福島県会津保健福祉事務所（会津若松市） 11

会津若松市社協との打ち合わせ 会津方部センター（会津若松市） 1
飯舘村ケースの報告 飯舘村役場（飯舘村） 1
飯舘村南相馬市地域自立支援協議会 飯舘村ふれ愛館（飯舘村） 1
いわき市ケース報告 いわき市総合保健福祉センター（いわき市）　ほか 9
いわき市保健所との打ち合わせ いわき市保健所、いわき市総合保健福祉センター（いわき市） 2
大熊町いわき市内福祉行政情報交換会 大熊町役場いわき出張所（いわき市） 6
大熊町ケース報告 大熊町役場いわき出張所（いわき市）ほか 13
大熊町月例報告 県中・県南方部センター（郡山市） 1
大熊町社会福祉協議会グループミーティング結果報告 大熊町社会福祉協議会（いわき市） 1
大熊町障がい者支援事業所会議 大熊町役場（会津若松市） 12
大熊町地域（避難先）ネットワーク会議 大熊町役場（会津若松市） 10
大熊町との情報共有（こころの健康づくりアンケート結果について） 会津方部センター（会津若松市） 1
大熊町への個支援状況報告 会津方部センター（会津若松市） 4
大熊町保健師との連絡調整 大熊町役場いわき出張所（いわき市） 1
大熊町保健センターとの業務連絡会 会津方部センター（会津若松市） 5
相馬市大野台第６仮設住宅自治会と支援者の定例会 大野台第６仮設住宅集会所（相馬市） 6
小高定例会議 おだかぷらっとほーむ（南相馬市） 3
葛尾村月例報告 葛尾村役場（葛尾村） 11
川内村いきいき高齢者なり隊ふやし隊会議（川内村高齢者見守りネットワーク） 川内村ゆふね（川内村） 1
川内村月例報告 川内村ゆふね（川内村） 12
川内村との業務打ち合わせ 川内村ゆふね（川内村） 2
県北地域被災者健康支援活動連絡会 福島県県北保健福祉事務所（福島市） 1
県北保健福祉事務所との定例会 福島県県北保健福祉事務所（福島市） 2
県中保健福祉事務所との定例会 県中・県南方部センター（郡山市） 3
県南地域支援調整会議 福島県県南保健福祉事務所（白河市） 1
県南地域浪江町避難者健康支援連絡会 福島県県南保健福祉事務所（白河市） 1
県南保健福祉事務所へのケース報告 福島県県南保健福祉事務所（白河市） 1
県南保福管内の浪江町住民の個別支援の状況報告 福島県県南保健福祉事務所（白河市） 1
県北地区被災者生活支援調整会議 福島市役所渡利支所（福島市）　ほか 4
公立相馬総合病院臨床研修管理委員会 公立相馬総合病院（相馬市） 1
郡山市社会福祉協議会との業務打ち合わせ 県中・県南方部センター（郡山市） 1
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内　　容 開催地・会場 開催
回数

郡山市セーフコミュニティ推進協議会
自殺予防対策委員会
郡山市セーフコミュニティ現地審査

郡山市中央公民館（郡山市）ほか 7

心のケアセンター連携強化会議 福島グリーンパレス（福島市）、いわて県民情報交流センター（岩
手県盛岡市） 2

孤立予防に関する支援者会議（復興公営住宅支援者情報交換会） 北原復興公営住宅集会所（南相馬市） 11
自殺対策トップセミナー 福島グリーンパレス（福島市） 1
平成 30 年度母子事業に関する打ち合わせ いわき方部センター（いわき市） 1
障害分野における居宅介護事業所等連絡会 相馬相談支援事業所（相馬市） 1
新地町被災者等支援関係者情報交換会 新地町保健センター（新地町） 1
精神保健福祉に関するワーキンググループ 竹田ホール（会津若松市） 2
相双地域等障がい児・者支援関係者会議 福島県いわき合同庁舎（いわき市） 1
相双地区被災者生活支援連絡会議 原町福祉会館（南相馬市）、はまなす館（相馬市） 3
相双保健福祉事務所いわき出張所との定例事業打ち合わせ 福島県いわき合同庁舎（いわき市） 4
相双保健福祉事務所いわき出張所との打ち合わせ いわき方部センター（いわき市）ほか 4
相談支援事業所連絡会 原町学園（南相馬市） 2
相馬市地域自立支援協議会 はまなす館（相馬市）　ほか 7

「心の健康度・生活習慣」専門委員会 福島県立医科大学（福島市） 17
会津地区被災者生活支援調整会議・連絡会議 会津若松市文化センター（会津若松市）ほか 4
県中地区被災者生活支援調整会議（県中地区被災者生活支援連絡会議） 郡山総合福祉センター（郡山市） 4
県南地区被災者生活支援調整会議（県南地区被災者生活支援連絡会議） 白河市中央福祉センター（白河市） 4
平成 29 年度いわき地区被災者生活支援連絡調整会議（福島県社協主催） 大熊町役場いわき出張所（いわき市） 2
定期連絡協議会 飯坂ホテル聚楽（福島市） 1
双葉地方保健担当者連絡会 富岡町いわき出張所（いわき市）　ほか 2
避難者生活支援・相談センター月例報告会 総合社会福祉センター（福島市） 5
田村市・都路町月例報告 田村市役所（田村市） 1
地域交流・異業種交流としての情報交換会 東邦銀行富岡支店・大熊支店（富岡町） 1
富岡町ケース報告 富岡町いわき出張所（いわき市）　ほか 13
富岡町月例報告 富岡町役場郡山支所（郡山市）　ほか 12
富岡町連携ケア会議 富岡町役場いわき支所（いわき市） 6
浪江町ケースの報告 浪江町役場二本松事務所（二本松市）　ほか 5
浪江町健康支援者会議 日赤なみえ保健室（いわき市）　ほか 12
楢葉町ケース報告 楢葉町役場いわき出張所（いわき市）　ほか 18
楢葉町情報共有会議 楢葉町グループホーム（会津美里町）ほか 11
楢葉町地域共生ケア会議 楢葉町保健福祉会館（楢葉町）　ほか 18
楢葉町打ち合わせ 楢葉町役場いわき出張所（いわき市） 2
楢葉町との業務連絡会 会津方部センター（会津若松市）ほか 4
被災者支援から地域保健福祉活動へ向けた支援検討会 中町会館（福島市） 1
障がい児支援関係者地域ミーティング ゆうゆうクラブ（相馬市） 4
広野町ケース報告 広野町保健センター（広野町） 7
広野町との打ち合わせ 広野町役場（広野町） 1
広野町地域ケア推進会議 広野町・保健センター（広野町） 3
広野町包括支援センターとの打ち合わせ 広野町役場（広野町） 1
福島県青少年支援協議会相双地域連絡会議 福島県相双保健福祉事務所（南相馬市） 1
福島県相談支援専門職チーム 県北定例会議 福島市保健福祉センター（福島市）ほか 9
平成 29 年度福島県相談支援専門職チーム会津調整会議 竹田ホール（会津若松市） 5
双葉町社会福祉協議会グループミーティング打ち合わせ 福島県相双保健福祉事務所いわき出張所（いわき市） 1
双葉町との打ち合わせ 双葉町いわき事務所（いわき市） 1
双葉町ケース報告 双葉町いわき事務所（いわき市） 12
双葉町社会福祉協議会との打ち合わせ 双葉町社会福祉協議会（郡山市） 1
双葉町保健福祉実務者連絡会 双葉町社会福祉協議会（郡山市）、双葉町いわき事務所（いわき市） 18
平成 29 年度相双地域自殺対策推進協議会 福島県相双保健福祉事務所（南相馬市） 1
平成 29 年度第 1 回福島県被災者生活支援調整会議 福島県青少年会館（福島市）ほか 2
平成 29 年度第 2 回精神保健福祉業務懇談会 矢吹病院（矢吹町） 1
平成 29 年度福島県県外避難者心のケア事業連携推進会議 コラッセふくしま（福島市）ほか 2
平成 29 年度福島県自殺対策推進協議会 福島県庁（福島市） 2
平成 29 年度福島県自殺対策推進協議会　アルコール健康障害対策推進部会 福島県庁（福島市） 3
放射線リスクコミュニケーション相談員支援センター職員との打ち合わせ いわき方部センター（いわき市） 1
南相馬市・飯舘村地域自立支援協議会 南相馬市役所（南相馬市） 17
南相馬市被災者健康支援連絡会 原町保健センター（南相馬市）ほか 3
南相馬市保健計画策定委員会 原町保健センター（南相馬市） 1
みんぷく支援者会議 いわき市文化センター（いわき市）ほか 2
みんぷくとの業務連絡会 会津方部センター（会津若松市）ほか 2
平成 29 年度福島県被災者の心のケア支援事業運営委員会 福島県保健衛生合同庁舎（福島市） 1
平成 29 年度保健事業担当者会議 福島県いわき合同庁舎（いわき市） 2



【編集後記】
ふくしま心のケアセンター活動記録誌2017（平成29）年度第６号を無事に

刊行することができました。

原稿を執筆していただいた皆様、そして編集に携わっていただきました委

員の皆様に深く感謝申しあげます。　

2018年は災害の多い年でした。それも何十年に一度とか、今までに経験を

したことがないものが立て続けに全国で発生し、人的、物的に多くの被害を

もたらしました。

「災害は忘れたころにやってくる」と言われていましたが、その言葉は通用

しなくなってきています。

災害にあたってはその予防が重要となりますが、一旦災害に面したときの

初動対応は被害の拡大を防ぐ大きな要因となります。そして、助かった命を

つなぐ手立てともなります。

直接の体験からくる備えは大変有効となることは言うまでもありません。

この活動記録誌は単にふくしま心のケアセンターの活動を記録したもの

ではないと思っております。今後起こりうる（起こらないことを願っていま

す。）大災害への対応にあたっての大いに参考となる貴重な資料であるとの

意識でこれからも刊行してまいる所存です。

活動記録誌編集委員会副委員長　仲沼安夫
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